
●
そ
の
他

活
動
内
容
等
の
詳
細

は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
参
照

広報あんじょう 2018.7.1 我

納
付
回
数
を
８
回
か
ら
９
回
に

変
更
し
ま
し
た
。

●
特
別
徴
収

年
金
か
ら
保
険
料

（
税
）が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

７
月
中
旬
に
１
年
分（
４
月
～

来
年
３
月
分
）の
確
定
し
た
保
険

料（
税
）と
天
引
き
額
を
通
知
し
ま

す
。な

お
、
年
度
途
中
で
の
年
齢
到

達
や
本
市
へ
の
転
入
に
よ
り
対
象

と
な
っ
た
人
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人

１０
は
、
４
～
９
月
分
の
保
険
料（
税
）

を
納
付
書
又
は
口
座
振
替
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険

証
を
更
新

現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
７
月
中
旬
に
新

３１

し
い
保
険
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。

■
介
護
保
険
負
担
限
度
額
の
認
定

申
請
を
受
付

認
定
さ
れ
る
と
、
介
護
保
険
施

設
に
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含

む
）し
た
場
合
の
食
費
・
居
住
費

の
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
通
知
書
を
送
付

い
ず
れ
も
７
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。

●
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

第

１
号
被
保
険
者（

歳
以
上
）へ
送

６５

付
し
ま
す

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書

被
保
険
者
へ
送
付
し

ま
す

●
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

被
保
険
者
世
帯
の
世
帯
主
へ
送
付

し
ま
す
。
制
度
の
内
容
等
は
本
号

折
込
チ
ラ
シ
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い■
納
付
方
法

普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

●
普
通
徴
収

納
付
書
又
は
口
座

振
替
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納

付
す
る
月
及
び
回
数
は
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

７
月
～
来
年
２
月
の
８
回
、
国
民

健
康
保
険
税
は
７
月
～
来
年
３
月

の
９
回
で
す

※
口
座
振
替
の
申
込
は
、
振
替
希

望
口
座
の
通
帳
と
そ
の
届
出
印

を
持
ち
、
市
内
金
融
機
関
か
、

高
齢
福
祉
課
・
国
保
年
金
課
へ
。

※
国
民
健
康
保
険
税
は
今
年
か
ら

現
在
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
引
き
続
き
必
要

３１

な
人
は
６
月
に
送
付
し
た
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
更
新

現
在
の
負
担
割
合
証
の
有
効
期

限
は
７
月

日
で
す
。
要
支
援
・

３１

要
介
護
認
定
等
を
受
け
た
人
に
は
、

８
月
以
降
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

等
の
利
用
者
負
担
割
合
を
表
示
し

た
負
担
割
合
証
を
７
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
、
介
護
保

険
証
と
併
せ
て
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

●
３
割
負
担
の
新
設

本
人（
６５

歳
以
上
）の
合
計
所
得
金
額
が
２２０

万
円
以
上
で
、
世
帯
内
の

歳
以

６５

上
の
人
の「
年
金
収
入
＋
そ
の
他

の
合
計
所
得
金
額
」が
、
単
身
で

万
円
以
上
、
２
人
以
上
で

万

３４０

４６３

円
以
上
に
該
当
す
る
人
は
、
８
月

か
ら
利
用
者
負
担
割
合
が
３
割
と

な
り
ま
す

■問
▼
高
齢
福
祉
課

介
護
給
付
係

（
緯〈

〉２
２
２
６
）

７１

国
保
年
金
課
医
療
係

（
緯〈

〉２
２
３
２
）

７１

国
保
年
金
課
国
保
係

（
緯〈

〉２
２
３
０
）

７１

ボーイスカウト

キ
ャ
ン
プ
・
ス
キ
ー
訓
練
や
安

城
七
夕
ま
つ
り
で
の
奉
仕
活
動
等

を
通
し
て
、
平
和
と
自
然
を
愛
す

る
青
少
年
・
自
ら
考
え
行
動
で
き

る
少
女
を
育
て
ま
す
。

●
対
象

年
長
児
及
び
小
学
生

●
申
込
み

昇
～
掌
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
５
時

分
に
直
接
又
は

１５

電
話
で
青
少
年
の
家
へ

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
・
国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
の
新
入
団
員
を
募
集

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

■問
▼
青
少
年
の
家

（
緯〈

〉３
４
３
２
）

７６

５
月

日
の「
町
を
美
し
く
す

３０

る
運
動
表
彰
式
」で
、
長
年
地
域

の
環
境
美
化
活
動
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
環
境
衛
生
功
労
者
・
環
境
衛

生
功
労
団
体
と
環
境
美
化
標
語
の

最
優
秀
賞
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

◆
環
境
衛
生
功
労
者

寺
田
正
勝（
里
町
）、大
参
勝
幸（
赤

松
町
）、杉
浦
叶
子（
城
ヶ
入
町
）、

か
な
こ

荒
川
清
明（
桜
井
町
）、矢
田
義
明

（
野
寺
町
）

◆
環
境
衛
生
功
労
団
体

池
浦
寿
会（
池
浦
町
）、
叙
ビ
レ
ッ

ジ
開
発（
三
河
安
城
本
町
）、東
端

環
境
保
全
会（
東
端
町
）

◆
環
境
美
化
標
語
最
優
秀
賞

古
賀
秀
彦（
愛
三
工
業
叙
安
城
工

場
）
標
語
糸「
美
し
い
街

み
ん

な
で
目
指
そ
う

安
城
市
」

環
境
衛
生
功
労
者
・
環
境
衛
生
功

労
団
体
・
環
境
美
化
標
語
の
表
彰

ガールスカウト

interview!

第１回目に紹介するのは、「ケ
ンサチ広報部」の心愛さん、ひろ
えさん、かのんさん親子。日々
の生活の中で見つけた、安城の
素敵なモノやコトを市民目線で
PR。市内のお店に行ったり、イ
ベントに参加したりしたことを
SNS（インスタグラム・フェイス
ブック）に投稿しています。

安城の魅力を発信中！
元々、「安城の良さをもっとた

くさんの人に知ってもらいたい！」
という思いがあり、親子それぞ
れがSNSを通して安城の魅力を
発信していました。それを見た
市役所の方からお話をいただき、
市公式の「ケンサチ広報部」とし
て活動を始めました。

投稿するのはおしゃれ
なカフェ等、飲食店の記
事が中心です。また、市
内で行われているイベン
トに参加して、盛り上が
りを伝えたりしています。
インスタグラムを中心に
投稿しているので、若者
や子育て世代の女性に伝
わるよう意識しています。
SNS上で「いいね」をもらえる
こともそうですが、「インスタグ
ラム見てるよ！」と直接声をかけ
てもらえると、とても嬉しいで
すね。アンフォーレの大型マル
チビジョンにケンサチ広報部の
投稿が表示されているのですが、
それを見ながら、「あのお店、今
度行ってみようよ！」と話してい
る人たちを見かけたこともあり、
とてもやりがいを感じています。
今まで見過ごしていたまちの
風景に感動したり、安城に暮ら
す人・働く人とお話ししたりす
るようになり、安城のことがも
っと好きになりました。
インタビューもしてみたい！
今後は、安城市でケンサチな
活動をする人のインタビューも

していく予定です。「ケンサチ広
報部」として、まちの魅力を伝え
ることに加えて、“ケンサチ”とい
う言葉をもっと広めていきたい
ですね。また、撮影の仕方や投
稿方法を工夫したり、動画を使
ったりして表現の幅も広げてい
きたいです。
皆さんもぜひ、「ケンサチ広報

部」のインスタグラムやフェイス
ブックをのぞいてみてください！

心愛（ここあ）さん
ひろえさん・かのんさん

ケンサチ広報
部の活動は、
それぞれ右QR
コードから見
ることができ
ます。

CHEC
K!

ケンサチ広報部インスタグラム

かかのんさん 心愛さん ひろえさかのんさん 心愛さん ひろえさんん

ケンサチ広報部
（ハンドルネーム）

第１回

インスタグラム

フェイスブック

安城市は、いつまでも「健やか」で、みんなが「幸せ」を実感できるようなまちを目指
しています。このコーナーでは、そんな「健幸（ケンサチ）」な活動に取り組んでいる
方を紹介します。あなたもケンサチなこと、はじめてみませんか？

広報あんじょう 2018.7.1牙

全
国
的
に

緊
急
地
震
速

報
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

市
で
販
売
し

た
防
災
ラ
ジ

オ
を
待
機
状

態
に
し
て
お

く
と
、
自
動

で
緊
急
地
震

速
報
を
受
信

し
ま
す
。
緊
急
地
震
速
報
を

見
聞
き
し
た
場
合
は
、
素
早

く「
姿
勢
を
低
く
」「
頭
を
守

り
」「
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で

じ
っ
と
す
る
」の
行
動
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
訓
練

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
内
小
・
中
学
校

等
か
ら
も
訓
練
放
送
が
流
れ

ま
す
。
各
施
設
の
近
隣
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
訓
練
放
送

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
日
時

７
月
５
日
昭
午
前

時
頃

１０●
問
合
せ

危
機
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１



●
そ
の
他

活
動
内
容
等
の
詳
細

は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
参
照

広報あんじょう 2018.7.1 我

納
付
回
数
を
８
回
か
ら
９
回
に

変
更
し
ま
し
た
。

●
特
別
徴
収

年
金
か
ら
保
険
料

（
税
）が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

７
月
中
旬
に
１
年
分（
４
月
～

来
年
３
月
分
）の
確
定
し
た
保
険

料（
税
）と
天
引
き
額
を
通
知
し
ま

す
。な

お
、
年
度
途
中
で
の
年
齢
到

達
や
本
市
へ
の
転
入
に
よ
り
対
象

と
な
っ
た
人
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人

１０
は
、
４
～
９
月
分
の
保
険
料（
税
）

を
納
付
書
又
は
口
座
振
替
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険

証
を
更
新

現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
７
月
中
旬
に
新

３１

し
い
保
険
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。

■
介
護
保
険
負
担
限
度
額
の
認
定

申
請
を
受
付

認
定
さ
れ
る
と
、
介
護
保
険
施

設
に
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含

む
）し
た
場
合
の
食
費
・
居
住
費

の
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
通
知
書
を
送
付

い
ず
れ
も
７
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。

●
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

第

１
号
被
保
険
者（

歳
以
上
）へ
送

６５

付
し
ま
す

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書

被
保
険
者
へ
送
付
し

ま
す

●
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

被
保
険
者
世
帯
の
世
帯
主
へ
送
付

し
ま
す
。
制
度
の
内
容
等
は
本
号

折
込
チ
ラ
シ
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い■
納
付
方
法

普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

●
普
通
徴
収

納
付
書
又
は
口
座

振
替
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納

付
す
る
月
及
び
回
数
は
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

７
月
～
来
年
２
月
の
８
回
、
国
民

健
康
保
険
税
は
７
月
～
来
年
３
月

の
９
回
で
す

※
口
座
振
替
の
申
込
は
、
振
替
希

望
口
座
の
通
帳
と
そ
の
届
出
印

を
持
ち
、
市
内
金
融
機
関
か
、

高
齢
福
祉
課
・
国
保
年
金
課
へ
。

※
国
民
健
康
保
険
税
は
今
年
か
ら

現
在
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
引
き
続
き
必
要

３１

な
人
は
６
月
に
送
付
し
た
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
更
新

現
在
の
負
担
割
合
証
の
有
効
期

限
は
７
月

日
で
す
。
要
支
援
・

３１

要
介
護
認
定
等
を
受
け
た
人
に
は
、

８
月
以
降
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

等
の
利
用
者
負
担
割
合
を
表
示
し

た
負
担
割
合
証
を
７
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
、
介
護
保

険
証
と
併
せ
て
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

●
３
割
負
担
の
新
設

本
人（
６５

歳
以
上
）の
合
計
所
得
金
額
が
２２０

万
円
以
上
で
、
世
帯
内
の

歳
以

６５

上
の
人
の「
年
金
収
入
＋
そ
の
他

の
合
計
所
得
金
額
」が
、
単
身
で

万
円
以
上
、
２
人
以
上
で

万

３４０

４６３

円
以
上
に
該
当
す
る
人
は
、
８
月

か
ら
利
用
者
負
担
割
合
が
３
割
と

な
り
ま
す

■問
▼
高
齢
福
祉
課

介
護
給
付
係

（
緯〈

〉２
２
２
６
）

７１

国
保
年
金
課
医
療
係

（
緯〈

〉２
２
３
２
）

７１

国
保
年
金
課
国
保
係

（
緯〈

〉２
２
３
０
）

７１

ボーイスカウト

キ
ャ
ン
プ
・
ス
キ
ー
訓
練
や
安

城
七
夕
ま
つ
り
で
の
奉
仕
活
動
等

を
通
し
て
、
平
和
と
自
然
を
愛
す

る
青
少
年
・
自
ら
考
え
行
動
で
き

る
少
女
を
育
て
ま
す
。

●
対
象

年
長
児
及
び
小
学
生

●
申
込
み

昇
～
掌
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
５
時

分
に
直
接
又
は

１５

電
話
で
青
少
年
の
家
へ

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
・
国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
の
新
入
団
員
を
募
集

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

■問
▼
青
少
年
の
家

（
緯〈

〉３
４
３
２
）

７６

５
月

日
の「
町
を
美
し
く
す

３０

る
運
動
表
彰
式
」で
、
長
年
地
域

の
環
境
美
化
活
動
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
環
境
衛
生
功
労
者
・
環
境
衛

生
功
労
団
体
と
環
境
美
化
標
語
の

最
優
秀
賞
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

◆
環
境
衛
生
功
労
者

寺
田
正
勝（
里
町
）、大
参
勝
幸（
赤

松
町
）、杉
浦
叶
子（
城
ヶ
入
町
）、

か
な
こ

荒
川
清
明（
桜
井
町
）、矢
田
義
明

（
野
寺
町
）

◆
環
境
衛
生
功
労
団
体

池
浦
寿
会（
池
浦
町
）、
叙
ビ
レ
ッ

ジ
開
発（
三
河
安
城
本
町
）、東
端

環
境
保
全
会（
東
端
町
）

◆
環
境
美
化
標
語
最
優
秀
賞

古
賀
秀
彦（
愛
三
工
業
叙
安
城
工

場
）
標
語
糸「
美
し
い
街

み
ん

な
で
目
指
そ
う

安
城
市
」

環
境
衛
生
功
労
者
・
環
境
衛
生
功

労
団
体
・
環
境
美
化
標
語
の
表
彰

ガールスカウト

interview!

第１回目に紹介するのは、「ケ
ンサチ広報部」の心愛さん、ひろ
えさん、かのんさん親子。日々
の生活の中で見つけた、安城の
素敵なモノやコトを市民目線で
PR。市内のお店に行ったり、イ
ベントに参加したりしたことを
SNS（インスタグラム・フェイス
ブック）に投稿しています。

安城の魅力を発信中！
元々、「安城の良さをもっとた

くさんの人に知ってもらいたい！」
という思いがあり、親子それぞ
れがSNSを通して安城の魅力を
発信していました。それを見た
市役所の方からお話をいただき、
市公式の「ケンサチ広報部」とし
て活動を始めました。

投稿するのはおしゃれ
なカフェ等、飲食店の記
事が中心です。また、市
内で行われているイベン
トに参加して、盛り上が
りを伝えたりしています。
インスタグラムを中心に
投稿しているので、若者
や子育て世代の女性に伝
わるよう意識しています。
SNS上で「いいね」をもらえる
こともそうですが、「インスタグ
ラム見てるよ！」と直接声をかけ
てもらえると、とても嬉しいで
すね。アンフォーレの大型マル
チビジョンにケンサチ広報部の
投稿が表示されているのですが、
それを見ながら、「あのお店、今
度行ってみようよ！」と話してい
る人たちを見かけたこともあり、
とてもやりがいを感じています。
今まで見過ごしていたまちの
風景に感動したり、安城に暮ら
す人・働く人とお話ししたりす
るようになり、安城のことがも
っと好きになりました。
インタビューもしてみたい！
今後は、安城市でケンサチな
活動をする人のインタビューも

していく予定です。「ケンサチ広
報部」として、まちの魅力を伝え
ることに加えて、“ケンサチ”とい
う言葉をもっと広めていきたい
ですね。また、撮影の仕方や投
稿方法を工夫したり、動画を使
ったりして表現の幅も広げてい
きたいです。
皆さんもぜひ、「ケンサチ広報

部」のインスタグラムやフェイス
ブックをのぞいてみてください！

心愛（ここあ）さん
ひろえさん・かのんさん

ケンサチ広報
部の活動は、
それぞれ右QR
コードから見
ることができ
ます。

CHEC
K!

ケンサチ広報部インスタグラム

かかのんさん 心愛さん ひろえさかのんさん 心愛さん ひろえさんん

ケンサチ広報部
（ハンドルネーム）

第１回

インスタグラム

フェイスブック

安城市は、いつまでも「健やか」で、みんなが「幸せ」を実感できるようなまちを目指
しています。このコーナーでは、そんな「健幸（ケンサチ）」な活動に取り組んでいる
方を紹介します。あなたもケンサチなこと、はじめてみませんか？
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全
国
的
に

緊
急
地
震
速

報
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

市
で
販
売
し

た
防
災
ラ
ジ

オ
を
待
機
状

態
に
し
て
お

く
と
、
自
動

で
緊
急
地
震

速
報
を
受
信

し
ま
す
。
緊
急
地
震
速
報
を

見
聞
き
し
た
場
合
は
、
素
早

く「
姿
勢
を
低
く
」「
頭
を
守

り
」「
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で

じ
っ
と
す
る
」の
行
動
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
訓
練

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
内
小
・
中
学
校

等
か
ら
も
訓
練
放
送
が
流
れ

ま
す
。
各
施
設
の
近
隣
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
訓
練
放
送

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
日
時

７
月
５
日
昭
午
前

時
頃

１０●
問
合
せ

危
機
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１
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国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で
、

所
得
が
少
な
い
等
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
保
険

料
の
免
除
又
は
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

平
成

年
度
分（
７
月
～
来
年

３０

６
月
分
）の
免
除
申
請
は
７
月
２

日
捷
か
ら
国
保
年
金
課
窓
口
で
受

付
し
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
将

来
、
老
齢
基
礎
年
金
や
万
が
一
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
内
容

保
険
料
の
全
額
免
除
、

一
部
免
除（
４
分
の
３
、
半
額
、

４
分
の
１
）、納
付
猶
予

●
申
請
対
象
期
間

申
請
日
の
２

年
１
カ
月
前
～
来
年
６
月

●
対
象

保
険
料
免
除
制
度
止
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人
。

失
業
・
倒
産
・
天
災
等
の
理
由
に

よ
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
人

納
付
猶
予
制
度
止
５０

歳
未
満（
平
成

年
６
月
分
は
対

２８

象
年
齢
が

歳
未
満
）で
本
人
・

３０

配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
人
。
失
業
・
倒
産・

天
災
等
の
理
由
に
よ
り
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人

●
そ
の
他

保
険
料
免
除
や
納
付

猶
予
の
期
間
は
年
金
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が（
一
部
免

除
は
残
り
の
保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
）、全
額
納
付
し

た
と
き
に
比
べ
将
来
の
年
金
額
は

少
な
く
な
り
ま
す

※
保
険
料
免
除
、
納
付
猶
予
期
間

後

年
以
内
は
免
除
等
の
承
認

１０
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
、

後
か
ら
納
付（
追
納
）す
る
こ
と

に
よ
り
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請

陰
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ

か
る
も
の
又
は
年
金
手
帳

隠
印

鑑

韻
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

又
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

等
の
写
し（
失
業
を
理
由
と
す
る

申
請
の
場
合
）を
持
っ
て
国
保
年

金
課
へ

※
継
続
申
請
を
希
望
し
、
全
額
免

除
又
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
人
で
平
成

年
分
の
所
得

２９

申
告
を
し
て
い
る
場
合
は
、
平

成

年
度
分
の
免
除
申
請
は
不

３０
要
。

８
月
２
日
か
ら
千
葉
県
で

開
催
さ
れ
る「
第

回
世
界

１６

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
」に
出
場
す
る
、
カ
ナ

ダ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
代
表

チ
ー
ム
が
本
市
で
事
前
合
宿

を
行
い
ま
す
。

練
習
期
間
中
は
内
野
ス
タ

ン
ド
を
開
放
。
自
由
に
観
覧

で
き
ま
す
。

●
日
程

滞
在
期
間
止
７
月

日
昌
～

２５

８
月
１
日
昌

練
習
期
間
止
７
月

日
昭
～

２６

日
昇

３１※
練
習
時
間
は
午
前
９
時
～

午
後
４
頃（
予
定
）。

※
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
所
属
チ
ー
ム
と
練

習
試
合
を
行
い
ま
す
。
日

程
・
会
場
・
観
戦
方
法
等

の
詳
細
は
市
体
育
館
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
練
習
会
場

市
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
場

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
を

受
付

■問
▼
国
保
年
金
課

（
緯〈

〉２
２
３
１
）

７１

カナダ女子ソフトボール代表チームが
安城市で合宿を行います

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

※写真は昨年度の代表メンバーです。
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●
職
務
内
容

赤
ち
ゃ
ん
訪
問（
乳

児
全
戸
家
庭
訪
問
）

●
対
象

看
護
師
免
許
及
び
普
通

自
動
車
運
転
免
許
所
持
者

●
採
用
日

８
月
１
日
昌

●
勤
務
日
数

捷
～
晶
の
う
ち
陰

週
４
日
程
度

隠
週
２
日
程
度

●
勤
務
時
間

午
前
９
時
～
午
後

５
時

●
募
集
人
数

各
１
人

●
賃
金

時
給
１
４
７
０
円
、
通

勤
割
増
１
日

円
２００

●
福
利
厚
生

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
、
雇
用
保
険

※
陰
の
み
。

●
選
考

面
接（
７
月

日
昭
）

１９

●
申
込
み

７
月
２
日
捷
～

日
１７

昇
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
顔
写
真
付

履
歴
書
と
看
護
師
免
許
証
を
持
ち

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
員
を
募
集

■問
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

日
ご
ろ
か
ら

練
習
を
重
ね
て

い
る
劇
団
の
成

果
を
発
表
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

出
演
団
体
が
、

協
力
し
て
創
り

上
げ
る
手
づ
く

り
の
演
劇
祭
で

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
公
演
日

来
年
２
月
２
日
松
・

３
日
掌

●
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象

活
動
拠
点
を
市
内
又
は

近
隣
市
に
お
く
団
体

●
申
込
み

８
月

日
晶
ま
で
に

１０

代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
団
体

名
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
を
郵

送（
必
着
）か
フ
ァ
ク
ス
で
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー（
〒

－

０
０
２
６

４４６

安
城
町
城
堀

／
胃〈

〉４
４
９

３０

７７

１
）へ

第

回
市
民
演
劇
祭
出
演
団
体
を

３７
募
集

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

石川丈山が何者であるのか、
訊ねられても迷わず答えられる自

信がありません。地元の偉人でありながら、私が
知っているのはお名前くらい。ですが、丈山がか
つて見ていた景色と同じものを目にしたら、ほん
の少し、彼の人となりに触れられたような気がし
ます。
三河で生まれた丈山が終の

つい

住処としたのが、京
すみか

都の一乗寺に建てた詩仙堂。丈山苑は、その詩仙
堂はじめ丈山ゆかりの風景を再現し「丈山の世界」
を創りあげた場所なのだそうです。
私がお邪魔したのは五月の中旬、春が終わり夏
が始まる、緑が活き活きと鮮やかな色を見せてく
れる時季のこと。
内心「敷居が高そうだし行くの緊張する」と思っ
ていた丈山苑。しかし実際には気軽にのんびりで
きるとても素敵な場所でした。
苑内は、作庭家でもあった丈山が作った庭をイ
メージしたという庭園が広がっています。せせら
ぎの小径、

こ みち

四阿から望む池、涼しげなししおどし。
あずまや

目の前の素晴らしい景色を堪能しながら、他の季
節にはどんな色に変化するのだろうと想像する楽
しさも味わえます。
こういった景色を見ているとどこか懐かしく思

うのはなぜなのでしょうね。風が吹き、竹林から
葉が落ちるたび、ほこりと心が癒されていくよう
です。風流で実にのどか。
ですがひとつ問題が。私が丈山苑にお邪魔した
日は、初夏とは名ばかりの真夏のような陽気の日。
木陰は快適だけれど、日なたにいると何もしなく
ても汗が噴き出る暑さだったのです。日傘を忘れ
たのが悔やまれる……。
ということで、ひとしきりお散歩したらそそく
さと建物内へ移動。屋根の下までは酷な日差しも
届かず、涼しく吹く風の中、見事な枯山水や

かれ さん すい

唐様
から よう

庭園、丈山が詩を書いた三十六詩仙の額などを見
学させてもらいました。
こちらの建物『詩仙閣』で、庭園を眺めつつお抹
茶を味わうひと時がなんともまあ幸せ。美しい景
色とゆっくり過ぎる時間……。丈山もこうして悠
々と日々を過ごしていたのかしら、と考えながら
啜ったお抹茶の苦みが身に
すす

沁みました。
し

充実した毎日
も素敵ですが、
日々が忙しい時
にこそ、何もし
ない時間を作り
たいものです。 （沖田さん撮影（沖田さん撮影））
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国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で
、

所
得
が
少
な
い
等
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
保
険

料
の
免
除
又
は
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

平
成

年
度
分（
７
月
～
来
年

３０

６
月
分
）の
免
除
申
請
は
７
月
２

日
捷
か
ら
国
保
年
金
課
窓
口
で
受

付
し
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
将

来
、
老
齢
基
礎
年
金
や
万
が
一
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
内
容

保
険
料
の
全
額
免
除
、

一
部
免
除（
４
分
の
３
、
半
額
、

４
分
の
１
）、納
付
猶
予

●
申
請
対
象
期
間

申
請
日
の
２

年
１
カ
月
前
～
来
年
６
月

●
対
象

保
険
料
免
除
制
度
止
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人
。

失
業
・
倒
産
・
天
災
等
の
理
由
に

よ
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
人

納
付
猶
予
制
度
止
５０

歳
未
満（
平
成

年
６
月
分
は
対

２８

象
年
齢
が

歳
未
満
）で
本
人
・

３０

配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
人
。
失
業
・
倒
産・

天
災
等
の
理
由
に
よ
り
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人

●
そ
の
他

保
険
料
免
除
や
納
付

猶
予
の
期
間
は
年
金
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が（
一
部
免

除
は
残
り
の
保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
）、全
額
納
付
し

た
と
き
に
比
べ
将
来
の
年
金
額
は

少
な
く
な
り
ま
す

※
保
険
料
免
除
、
納
付
猶
予
期
間

後

年
以
内
は
免
除
等
の
承
認

１０
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
、

後
か
ら
納
付（
追
納
）す
る
こ
と

に
よ
り
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請

陰
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ

か
る
も
の
又
は
年
金
手
帳

隠
印

鑑

韻
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

又
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

等
の
写
し（
失
業
を
理
由
と
す
る

申
請
の
場
合
）を
持
っ
て
国
保
年

金
課
へ

※
継
続
申
請
を
希
望
し
、
全
額
免

除
又
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
人
で
平
成

年
分
の
所
得

２９

申
告
を
し
て
い
る
場
合
は
、
平

成

年
度
分
の
免
除
申
請
は
不

３０
要
。

８
月
２
日
か
ら
千
葉
県
で

開
催
さ
れ
る「
第

回
世
界

１６

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
」に
出
場
す
る
、
カ
ナ

ダ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
代
表

チ
ー
ム
が
本
市
で
事
前
合
宿

を
行
い
ま
す
。

練
習
期
間
中
は
内
野
ス
タ

ン
ド
を
開
放
。
自
由
に
観
覧

で
き
ま
す
。

●
日
程

滞
在
期
間
止
７
月

日
昌
～

２５

８
月
１
日
昌

練
習
期
間
止
７
月

日
昭
～

２６

日
昇

３１※
練
習
時
間
は
午
前
９
時
～

午
後
４
頃（
予
定
）。

※
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
所
属
チ
ー
ム
と
練

習
試
合
を
行
い
ま
す
。
日

程
・
会
場
・
観
戦
方
法
等

の
詳
細
は
市
体
育
館
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
練
習
会
場

市
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
場

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
を

受
付

■問
▼
国
保
年
金
課

（
緯〈

〉２
２
３
１
）

７１

カナダ女子ソフトボール代表チームが
安城市で合宿を行います

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

※写真は昨年度の代表メンバーです。
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●
職
務
内
容

赤
ち
ゃ
ん
訪
問（
乳

児
全
戸
家
庭
訪
問
）

●
対
象

看
護
師
免
許
及
び
普
通

自
動
車
運
転
免
許
所
持
者

●
採
用
日

８
月
１
日
昌

●
勤
務
日
数

捷
～
晶
の
う
ち
陰

週
４
日
程
度

隠
週
２
日
程
度

●
勤
務
時
間

午
前
９
時
～
午
後

５
時

●
募
集
人
数

各
１
人

●
賃
金

時
給
１
４
７
０
円
、
通

勤
割
増
１
日

円
２００

●
福
利
厚
生

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
、
雇
用
保
険

※
陰
の
み
。

●
選
考

面
接（
７
月

日
昭
）

１９

●
申
込
み

７
月
２
日
捷
～

日
１７

昇
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
顔
写
真
付

履
歴
書
と
看
護
師
免
許
証
を
持
ち

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
員
を
募
集

■問
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

日
ご
ろ
か
ら

練
習
を
重
ね
て

い
る
劇
団
の
成

果
を
発
表
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

出
演
団
体
が
、

協
力
し
て
創
り

上
げ
る
手
づ
く

り
の
演
劇
祭
で

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
公
演
日

来
年
２
月
２
日
松
・

３
日
掌

●
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象

活
動
拠
点
を
市
内
又
は

近
隣
市
に
お
く
団
体

●
申
込
み

８
月

日
晶
ま
で
に

１０

代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
団
体

名
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
を
郵

送（
必
着
）か
フ
ァ
ク
ス
で
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー（
〒

－

０
０
２
６

４４６

安
城
町
城
堀

／
胃〈

〉４
４
９

３０

７７

１
）へ

第

回
市
民
演
劇
祭
出
演
団
体
を

３７
募
集

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

石川丈山が何者であるのか、
訊ねられても迷わず答えられる自

信がありません。地元の偉人でありながら、私が
知っているのはお名前くらい。ですが、丈山がか
つて見ていた景色と同じものを目にしたら、ほん
の少し、彼の人となりに触れられたような気がし
ます。
三河で生まれた丈山が終の

つい

住処としたのが、京
すみか

都の一乗寺に建てた詩仙堂。丈山苑は、その詩仙
堂はじめ丈山ゆかりの風景を再現し「丈山の世界」
を創りあげた場所なのだそうです。
私がお邪魔したのは五月の中旬、春が終わり夏

が始まる、緑が活き活きと鮮やかな色を見せてく
れる時季のこと。
内心「敷居が高そうだし行くの緊張する」と思っ

ていた丈山苑。しかし実際には気軽にのんびりで
きるとても素敵な場所でした。
苑内は、作庭家でもあった丈山が作った庭をイ

メージしたという庭園が広がっています。せせら
ぎの小径、

こ みち

四阿から望む池、涼しげなししおどし。
あずまや

目の前の素晴らしい景色を堪能しながら、他の季
節にはどんな色に変化するのだろうと想像する楽
しさも味わえます。
こういった景色を見ているとどこか懐かしく思

うのはなぜなのでしょうね。風が吹き、竹林から
葉が落ちるたび、ほこりと心が癒されていくよう
です。風流で実にのどか。
ですがひとつ問題が。私が丈山苑にお邪魔した
日は、初夏とは名ばかりの真夏のような陽気の日。
木陰は快適だけれど、日なたにいると何もしなく
ても汗が噴き出る暑さだったのです。日傘を忘れ
たのが悔やまれる……。
ということで、ひとしきりお散歩したらそそく
さと建物内へ移動。屋根の下までは酷な日差しも
届かず、涼しく吹く風の中、見事な枯山水や

かれ さん すい

唐様
から よう

庭園、丈山が詩を書いた三十六詩仙の額などを見
学させてもらいました。
こちらの建物『詩仙閣』で、庭園を眺めつつお抹
茶を味わうひと時がなんともまあ幸せ。美しい景
色とゆっくり過ぎる時間……。丈山もこうして悠
々と日々を過ごしていたのかしら、と考えながら
啜ったお抹茶の苦みが身に
すす

沁みました。
し

充実した毎日
も素敵ですが、
日々が忙しい時
にこそ、何もし
ない時間を作り
たいものです。 （沖田さん撮影（沖田さん撮影））



度
の
野
菜
の
植
付
、
管
理
、
収
穫

等
の
作
業
。
器
具
や
資
材
、
野
菜

の
苗
等
は
同
セ
ン
タ
ー
で
用
意

●
対
象

市
内
在
住
者

●
定
員

組（
定
員
を
超
え
た

２０

場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料

１
組
１
５
０
０
円（
種

子
・
苗
代
等
を
含
む
）

●
申
込
み

７
月

日
晶
ま
で
の

２０

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
捷
抄
を
除
く
）に
、
代
表
者
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
・

参
加
者
数
を
、
郵
送（
必
着
）・電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
ア

グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー（
電

話
番
号
等
は
上
記
参
照
）へ

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
申
込
可
。

■
三
河
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル安

城
の
ま
ち
な
か
で
ハ
ワ
イ
の

文
化
を
体
感
で
き
る「
三
河
ハ
ワ

イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開

催
し
ま
す
！

●
日
時

７
月
７
日
松
午
前

時
１０

～
午
後
８
時
・
８
日
掌
午
前

時
１０

～
午
後
６
時

●
場
所
・
内
容

願
い
ご
と
広
場

・
ホ
ー
ル獅

ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
や
、
ウ
ク

レ
レ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
の
披
露
等

願
い
ご
と
広
場

・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス獅

多
彩
な
ハ
ワ

イ
ア
ン
フ
ー
ド
や
雑
貨
等

店
舗

１０

以
上
が
出
店

■
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
地
ビ
ー
ル
ま
つ

り
２
０
１
８

願
い
ご
と
広
場
の供
特
設
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
僑で
、
県
内
の
地
ビ
ー

ル
や
地
元
の
名
物
グ
ル
メ
等
を
満

喫
で
き
ま
す
。

●
日
時

７
月

日
晶
～

日
掌

２０

２２

午
後
５
時
～
８
時

分
３０

◆
出
店
予
定
の
地
ビ
ー
ル

暫
デ
ン
ビ
ー
ル（
安
城
市
）

暫
家
康
B（
岡
崎
市
）

暫
金
し
ゃ
ち
ビ
ー
ル（
名
古
屋
市
）

暫
犬
山
ロ
ー
レ
ラ
イ
麦
酒（
犬
山

市
）

暫
知
多
マ
リ
ン
ビ
ー
ル（
南
知
多

町
）等

◆
出
店
予
定
の
グ
ル
メ

市
内
店
舗
の
た
こ
焼
き
、
か
ら

あ
げ
、
お
好
み
焼
き
等

●
そ
の
他

ま
つ
り
後
に
ま
ち
な

か
の
店
を
お
得
に
利
用
で
き
る
、

「
商
店
街
二
次
会
サ
ー
ビ
ス
チ
ケ

ッ
ト
」を
会
場
に
て
配
布

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
催
し

■問▼安城
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
総
合
案
内
）

（
緯〈

〉１
４
０
０
）

７６

■
野
菜
作
り
入
門
コ
ー
ス

●
日
程

開
講
式獅

８
月

日
昭

２３

研
修
期
間獅

８
月

日
昇
～
来
年

２８

１
月

日
昇

２９

●
内
容

秋
冬
野
菜
栽
培
実
習
、

農
業
関
連
施
設
の
視
察
等

●
対
象

市
内
在
住
で
畑
の
管
理

作
業
等
が
で
き
る
健
康
な
人

●
定
員

人
程
度（
定
員
を
超

１０

え
た
場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料

１
万
５
０
０
０
円

（
苗
、
肥
料
代
等
を
含
む
）

●
申
込
み

７
月

日
掌
ま
で
の

１５

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
捷
を
除
く
）に
、
受
講
申
込
書
を

持
参
か
郵
送（
必
着
）で
ア
グ
リ
ラ

イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒

－

１

４４４

２
０
１
石
井
町
辻
原

－

２
）へ

１３１

※
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
・
農
務

課
・
各
地
区
公
民
館
・
市
H
P

等
で
配
布
。

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
申
込
可
。

■
親
子
秋
ジ
ャ
ガ
植
付
・
収
穫
体

験●
日
時

植
付
止
８
月

日
松

２５

収
穫
止

月

日
松

い
ず
れ
も

１１

１７

午
前
９
時

分
～

時（
全
２
回
）

３０

１１

●
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
以

下
の
子
と
保
護
者

●
定
員

組（
定
員
を
超
え
た

１８

場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料

１
組
１
０
０
０
円

●
申
込
み

７
月

日
晶
ま
で
の

２０

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
捷
抄
を
除
く
）に
、
代
表
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
参
加
者

数（
代
表
者
を
含
む
大
人
、
子
ど

も
の
人
数
）を
、
郵
送（
必
着
）・電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
ア

グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー（
住

所
は
上
記
参
照
／
緯〈

〉６
２
０

９２

０
／
胃〈
〉６
１
２
２
／agrilife

９２

@
city.anjo.lg.jp

）へ

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
申
込
可
。

■
一
坪
農
園
秋
冬
野
菜
づ
く
り

●
日
程
９
月
１
日
松
・
８
日
松
・

日
松
、

月

日
松
・

日
松
、

２２

１０

１３

２７

月

日
松
午
前

時
か
ら
１
時

１１

２４

１０

間
程
度
（
全
６
回
）

※
９
月
１
日
は
午
前

時

分
終

１１

３０

了
予
定
。

月

日
は
午
後
１

１０

２７

時

分
開
始
予
定
。

３０

●
内
容

３
釈
程
度
の
畑
で
、
ダ

イ
コ
ン
や
ニ
ン
ジ
ン
等
５
種
類
程

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー

受
講
生
を
募
集

■問
▼
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉６
２
０
０
）

９２

広報あんじょう 2018.7.1 芽

第

回
市
民
芸
術
祭

５９

Anjo
Art

Festival

山
・
川
・
海
を
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン

ト
。
楽
し
み
な
が
ら
、
身
近
な
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
よ
う
。

●
日
時

７
月

日
掌
・

日
抄

１５

１６

午
前
９
時
～
午
後
３
時

分
３０

●
場
所

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
エ

コ
き
ち

■
夏
休
み
自
由
研
究
相
談

環
境
や
身
近
な
出
来
事
に
関
す

る
テ
ー
マ
の
自
由
研
究
相
談
会
。

●
日
時

７
月

日
掌
午
前
９
時

１５

～
午
後
３
時

※
一
人
当
た
り

分
前
後
。
時
間

３０

の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象

小
学
３
～
６
年
生

●
定
員

８
人（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

●
講
師

川
角
正
彦
氏

●
持
ち
物

学
校
で
使
用
し
て
い

る
理
科
の
教
科
書

●
申
込
み

７
月
６
日
晶
ま
で
に

往
復
は
が
き
の
往
信
面
に
研
究
テ

ー
マ
、
希
望
時
間
帯（
午
前
・
午

後
）、郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送

（
必
着
）で
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
エ

コ
き
ち（
〒

－

０
０
４
２
大
山

４４６

町
１－

７－

１
）へ

■
川
と
生
き
物
の
話

童
話
作
家
阿
部
夏
丸
先
生
の
楽

し
い
話
を
聞
こ
う
。
川
の
生
き
物

も
見
ら
れ
ま
す
。

●
日
時

７
月

日
掌
午
後
２
時

１５

～
３
時

分
３０

●
講
師

阿
部
夏
丸
氏

■
海
ご
み
を
な
く
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
＆
流
木
ア
ー
ト

D
V
D
を
見
て
海
ご
み
に
つ
い

て
考
え
、
流
木
ア
ー
ト
を
体
験
。

●
日
時

７
月

日
抄
午
前

時

１６

１０

～

時

分

１１

３０

●
対
象

小
学
生

●
定
員

人（
先
着
順
）

１０

●
講
師

本
間
嘉
彰
氏

●
料
金

円
３００

●
持
ち
物

軍
手

●
申
込
み

７
月
５
日
昭
～

日
１３

晶
午
前
９
時
～
午
後
９
時（
昌
を

除
く
）に
、
催
し
名
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
参
加
人

数
を
直
接
か
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
エ
コ
き
ち

（
緯・
胃〈

〉７
１
４
８
）へ

７６

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
エ
コ
き
ち

海
の
日
イ
ベ
ン
ト

■問
▼
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

エ
コ
き
ち

（
緯〈

〉７
１
４
８
）

７６

広報あんじょう 2018.7.1蛾

市
民
の
芸
術
と
文
化
の
向
上
を

め
ざ
す
市
民
芸
術
祭
を
、

月
１０

１２

日
晶
～

月
２
日
掌
に
開
催
し
ま

１２

す
。
期
間
中
、
多
彩
な
催
し
が
行

わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
第

回
市
民
文
芸
ま
つ
り

３０
俳
句
・
短
歌
と
も
に
雑
詠
と
し
、

ざ
つ
え
い

自
作
未
発
表
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

一
般（
高
校
生
を

含
む
）諮

俳
句
の
部
止
３
句
以
内

短
歌
の
部
止
２
首
以
内

小
・
中

学
生諮

俳
句
の
部
止
２
句
以
内

短
歌
の
部
止
１
首

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
又
は
安
城
文
化
協
会
会
員

●
申
込
み

７
月

日
晶
ま
で
に
、

２７

は
が
き（
消
印
有
効
）に
楷
書
で
、

表
面
に
部
門
・
郵
便
番
号
・
住
所・

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・筆
名（
フ
リ
ガ

ナ
）・電
話
番
号
・
年
齢
を
縦
書
き

で
明
記
。
裏
面
は
上
部
に
２
尺
の

余
白
を
設
け
て
作
品
の
み
を
縦
書

き
で
正
確
に
大
き
く
明
記
し
、
安

城
文
化
協
会「
市
民
文
芸
ま
つ
り

係
」（
〒

－

０
０
４
１
桜
町

－

４４６

１９

）へ
１３※

１
部
門
に
つ
き
１
人
１
枚
の
み
。

※
市
H
P
か
ら
も
申
込
可
。

※
応
募
規
定
に
違
反
し
た
人
は
失

格
無
効
と
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
応
募
者

に
帰
属
し
ま
す
が
、
使
用
に
つ

い
て
の
権
利
は
、
主
催
者
に
帰

属
し
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
市
外
応
募
資
格
者
は
、
学
校
名・

勤
務
先
又
は
文
化
協
会
所
属
団

体
名
も
明
記
。

◆
発
表
大
会
・
記
念
講
演
会

●
日
時

月

日
掌

１１

２５

●
会
場

文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容

発
表
大
会
止
入
賞
作
品

の
発
表
、
表
彰
式
、
講
評

記
念

講
演
会
止
テ
ー
マ「
気
象
と
俳
句
」

寺
尾
直
樹
氏（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
お
天
気
キ

ャ
ス
タ
ー
気
象
予
報
士
）

■
第

回
市
民
芸
能
ま
つ
り

５１
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時

月
１
日
松
・
２
日
掌

１２

●
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー

●
部
門

民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・

箏そ
う

曲
・
民
踊
・
バ
レ
エ
・
フ
ラ
ダ

き
ょ
く

ン
ス
等

●
申
込
み

７
月

日
晶
ま
で
の

１３

午
前

時
～
午
後
４
時（
松
掌
捷

１０

を
除
く
）に
、
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
持
参
か
郵
送

（
消
印
有
効
）・フ
ァ
ク
ス
で
安
城

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

文
化
協
会（
市
役
所
さ
く
ら
庁
舎

内
／
住
所
は
上
記
参
照
／
胃〈

〉
７４

６
０
６
６
）へ

※
申
込
書
は
同
協
会
で
配
布
。

●
問
合
せ

安
城
文
化
協
会（
緯

〈

〉６
０
６
６
）

７４■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
会
期

月

日
晶
～

日
掌
、

１０

１２

１４

日
晶
～

日
掌
、

月
上
旬

１９

２１

１１

●
場
所

市
民
会
館
他

●
部
門

美
術
・
芸
能
を
除
く
部

門（
盆
栽
、
生
け
花
等
）

●
申
込
み

市
民
芸
能
ま
つ
り
参

照■
第

回
安
美
展

７５

●
会
期

前
期
止

月

日
晶
～

１０

２６

月
４
日
掌

後
期
止

月
９
日

１１

１１

晶
～

日
掌

１８

※
捷
を
除
く
。

●
場
所

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
部
門

前
期
止
日
本
画
、
書
、

工
芸
・
彫ち

ょ
う

塑

後
期
止
洋
画
、
写

そ

真●
申
込
み

出
品
申
込
の
詳
細
は

本
紙
６
月

日
号
参
照

１５



度
の
野
菜
の
植
付
、
管
理
、
収
穫

等
の
作
業
。
器
具
や
資
材
、
野
菜

の
苗
等
は
同
セ
ン
タ
ー
で
用
意

●
対
象

市
内
在
住
者

●
定
員

組（
定
員
を
超
え
た

２０

場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料

１
組
１
５
０
０
円（
種

子
・
苗
代
等
を
含
む
）

●
申
込
み

７
月

日
晶
ま
で
の

２０

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
捷
抄
を
除
く
）に
、
代
表
者
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
・

参
加
者
数
を
、
郵
送（
必
着
）・電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
ア

グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー（
電

話
番
号
等
は
上
記
参
照
）へ

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
申
込
可
。

■
三
河
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル安

城
の
ま
ち
な
か
で
ハ
ワ
イ
の

文
化
を
体
感
で
き
る「
三
河
ハ
ワ

イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開

催
し
ま
す
！

●
日
時

７
月
７
日
松
午
前

時
１０

～
午
後
８
時
・
８
日
掌
午
前

時
１０

～
午
後
６
時

●
場
所
・
内
容

願
い
ご
と
広
場

・
ホ
ー
ル獅

ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
や
、
ウ
ク

レ
レ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
の
披
露
等

願
い
ご
と
広
場

・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス獅

多
彩
な
ハ
ワ

イ
ア
ン
フ
ー
ド
や
雑
貨
等

店
舗

１０

以
上
が
出
店

■
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
地
ビ
ー
ル
ま
つ

り
２
０
１
８

願
い
ご
と
広
場
の供
特
設
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
僑で
、
県
内
の
地
ビ
ー

ル
や
地
元
の
名
物
グ
ル
メ
等
を
満

喫
で
き
ま
す
。

●
日
時

７
月

日
晶
～

日
掌

２０

２２

午
後
５
時
～
８
時

分
３０

◆
出
店
予
定
の
地
ビ
ー
ル

暫
デ
ン
ビ
ー
ル（
安
城
市
）

暫
家
康
B（
岡
崎
市
）

暫
金
し
ゃ
ち
ビ
ー
ル（
名
古
屋
市
）

暫
犬
山
ロ
ー
レ
ラ
イ
麦
酒（
犬
山

市
）

暫
知
多
マ
リ
ン
ビ
ー
ル（
南
知
多

町
）等

◆
出
店
予
定
の
グ
ル
メ

市
内
店
舗
の
た
こ
焼
き
、
か
ら

あ
げ
、
お
好
み
焼
き
等

●
そ
の
他

ま
つ
り
後
に
ま
ち
な

か
の
店
を
お
得
に
利
用
で
き
る
、

「
商
店
街
二
次
会
サ
ー
ビ
ス
チ
ケ

ッ
ト
」を
会
場
に
て
配
布

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
催
し

■問▼安城
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
総
合
案
内
）

（
緯〈

〉１
４
０
０
）

７６

■
野
菜
作
り
入
門
コ
ー
ス

●
日
程

開
講
式獅

８
月

日
昭

２３

研
修
期
間獅

８
月

日
昇
～
来
年

２８

１
月

日
昇

２９

●
内
容

秋
冬
野
菜
栽
培
実
習
、

農
業
関
連
施
設
の
視
察
等

●
対
象

市
内
在
住
で
畑
の
管
理

作
業
等
が
で
き
る
健
康
な
人

●
定
員

人
程
度（
定
員
を
超

１０

え
た
場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料

１
万
５
０
０
０
円

（
苗
、
肥
料
代
等
を
含
む
）

●
申
込
み

７
月

日
掌
ま
で
の

１５

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
捷
を
除
く
）に
、
受
講
申
込
書
を

持
参
か
郵
送（
必
着
）で
ア
グ
リ
ラ

イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒

－

１

４４４

２
０
１
石
井
町
辻
原

－

２
）へ

１３１

※
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
・
農
務

課
・
各
地
区
公
民
館
・
市
H
P

等
で
配
布
。

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
申
込
可
。

■
親
子
秋
ジ
ャ
ガ
植
付
・
収
穫
体

験●
日
時

植
付
止
８
月

日
松

２５

収
穫
止

月

日
松

い
ず
れ
も

１１

１７

午
前
９
時

分
～

時（
全
２
回
）

３０

１１

●
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
以

下
の
子
と
保
護
者

●
定
員

組（
定
員
を
超
え
た

１８

場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料

１
組
１
０
０
０
円

●
申
込
み

７
月

日
晶
ま
で
の

２０

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
捷
抄
を
除
く
）に
、
代
表
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
参
加
者

数（
代
表
者
を
含
む
大
人
、
子
ど

も
の
人
数
）を
、
郵
送（
必
着
）・電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
ア

グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー（
住

所
は
上
記
参
照
／
緯〈

〉６
２
０

９２

０
／
胃〈
〉６
１
２
２
／agrilife

９２

@
city.anjo.lg.jp

）へ

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
申
込
可
。

■
一
坪
農
園
秋
冬
野
菜
づ
く
り

●
日
程
９
月
１
日
松
・
８
日
松
・

日
松
、

月

日
松
・

日
松
、

２２

１０

１３

２７

月

日
松
午
前

時
か
ら
１
時

１１

２４

１０

間
程
度
（
全
６
回
）

※
９
月
１
日
は
午
前

時

分
終

１１

３０

了
予
定
。

月

日
は
午
後
１

１０

２７

時

分
開
始
予
定
。

３０

●
内
容

３
釈
程
度
の
畑
で
、
ダ

イ
コ
ン
や
ニ
ン
ジ
ン
等
５
種
類
程

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー

受
講
生
を
募
集

■問
▼
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉６
２
０
０
）

９２

広報あんじょう 2018.7.1 芽

第

回
市
民
芸
術
祭

５９
Anjo

Art
Festival

山
・
川
・
海
を
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン

ト
。
楽
し
み
な
が
ら
、
身
近
な
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
よ
う
。

●
日
時

７
月

日
掌
・

日
抄

１５

１６

午
前
９
時
～
午
後
３
時

分
３０

●
場
所

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
エ

コ
き
ち

■
夏
休
み
自
由
研
究
相
談

環
境
や
身
近
な
出
来
事
に
関
す

る
テ
ー
マ
の
自
由
研
究
相
談
会
。

●
日
時

７
月

日
掌
午
前
９
時

１５

～
午
後
３
時

※
一
人
当
た
り

分
前
後
。
時
間

３０

の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象

小
学
３
～
６
年
生

●
定
員

８
人（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

●
講
師

川
角
正
彦
氏

●
持
ち
物

学
校
で
使
用
し
て
い

る
理
科
の
教
科
書

●
申
込
み

７
月
６
日
晶
ま
で
に

往
復
は
が
き
の
往
信
面
に
研
究
テ

ー
マ
、
希
望
時
間
帯（
午
前
・
午

後
）、郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送

（
必
着
）で
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
エ

コ
き
ち（
〒

－

０
０
４
２
大
山

４４６

町
１－

７－

１
）へ

■
川
と
生
き
物
の
話

童
話
作
家
阿
部
夏
丸
先
生
の
楽

し
い
話
を
聞
こ
う
。
川
の
生
き
物

も
見
ら
れ
ま
す
。

●
日
時

７
月

日
掌
午
後
２
時

１５

～
３
時

分
３０

●
講
師

阿
部
夏
丸
氏

■
海
ご
み
を
な
く
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
＆
流
木
ア
ー
ト

D
V
D
を
見
て
海
ご
み
に
つ
い

て
考
え
、
流
木
ア
ー
ト
を
体
験
。

●
日
時

７
月

日
抄
午
前

時

１６

１０

～

時

分

１１

３０

●
対
象

小
学
生

●
定
員

人（
先
着
順
）

１０

●
講
師

本
間
嘉
彰
氏

●
料
金

円
３００

●
持
ち
物

軍
手

●
申
込
み

７
月
５
日
昭
～

日
１３

晶
午
前
９
時
～
午
後
９
時（
昌
を

除
く
）に
、
催
し
名
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
参
加
人

数
を
直
接
か
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
エ
コ
き
ち

（
緯・
胃〈

〉７
１
４
８
）へ

７６

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
エ
コ
き
ち

海
の
日
イ
ベ
ン
ト

■問
▼
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

エ
コ
き
ち

（
緯〈

〉７
１
４
８
）

７６

広報あんじょう 2018.7.1蛾

市
民
の
芸
術
と
文
化
の
向
上
を

め
ざ
す
市
民
芸
術
祭
を
、

月
１０

１２

日
晶
～

月
２
日
掌
に
開
催
し
ま

１２

す
。
期
間
中
、
多
彩
な
催
し
が
行

わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
第

回
市
民
文
芸
ま
つ
り

３０
俳
句
・
短
歌
と
も
に
雑
詠
と
し
、

ざ
つ
え
い

自
作
未
発
表
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

一
般（
高
校
生
を

含
む
）諮

俳
句
の
部
止
３
句
以
内

短
歌
の
部
止
２
首
以
内

小
・
中

学
生諮

俳
句
の
部
止
２
句
以
内

短
歌
の
部
止
１
首

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
又
は
安
城
文
化
協
会
会
員

●
申
込
み

７
月

日
晶
ま
で
に
、

２７

は
が
き（
消
印
有
効
）に
楷
書
で
、

表
面
に
部
門
・
郵
便
番
号
・
住
所・

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・筆
名（
フ
リ
ガ

ナ
）・電
話
番
号
・
年
齢
を
縦
書
き

で
明
記
。
裏
面
は
上
部
に
２
尺
の

余
白
を
設
け
て
作
品
の
み
を
縦
書

き
で
正
確
に
大
き
く
明
記
し
、
安

城
文
化
協
会「
市
民
文
芸
ま
つ
り

係
」（
〒

－

０
０
４
１
桜
町

－

４４６

１９

）へ
１３※

１
部
門
に
つ
き
１
人
１
枚
の
み
。

※
市
H
P
か
ら
も
申
込
可
。

※
応
募
規
定
に
違
反
し
た
人
は
失

格
無
効
と
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
応
募
者

に
帰
属
し
ま
す
が
、
使
用
に
つ

い
て
の
権
利
は
、
主
催
者
に
帰

属
し
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
市
外
応
募
資
格
者
は
、
学
校
名・

勤
務
先
又
は
文
化
協
会
所
属
団

体
名
も
明
記
。

◆
発
表
大
会
・
記
念
講
演
会

●
日
時

月

日
掌

１１

２５

●
会
場

文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容

発
表
大
会
止
入
賞
作
品

の
発
表
、
表
彰
式
、
講
評

記
念

講
演
会
止
テ
ー
マ「
気
象
と
俳
句
」

寺
尾
直
樹
氏（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
お
天
気
キ

ャ
ス
タ
ー
気
象
予
報
士
）

■
第

回
市
民
芸
能
ま
つ
り

５１
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時

月
１
日
松
・
２
日
掌

１２

●
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー

●
部
門

民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・

箏そ
う

曲
・
民
踊
・
バ
レ
エ
・
フ
ラ
ダ

き
ょ
く

ン
ス
等

●
申
込
み

７
月

日
晶
ま
で
の

１３

午
前

時
～
午
後
４
時（
松
掌
捷

１０

を
除
く
）に
、
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
持
参
か
郵
送

（
消
印
有
効
）・フ
ァ
ク
ス
で
安
城

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

文
化
協
会（
市
役
所
さ
く
ら
庁
舎

内
／
住
所
は
上
記
参
照
／
胃〈

〉
７４

６
０
６
６
）へ

※
申
込
書
は
同
協
会
で
配
布
。

●
問
合
せ

安
城
文
化
協
会（
緯

〈

〉６
０
６
６
）

７４■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
会
期

月

日
晶
～

日
掌
、

１０

１２

１４

日
晶
～

日
掌
、

月
上
旬

１９

２１

１１

●
場
所

市
民
会
館
他

●
部
門

美
術
・
芸
能
を
除
く
部

門（
盆
栽
、
生
け
花
等
）

●
申
込
み

市
民
芸
能
ま
つ
り
参

照■
第

回
安
美
展

７５

●
会
期

前
期
止

月

日
晶
～

１０

２６

月
４
日
掌

後
期
止

月
９
日

１１

１１

晶
～

日
掌

１８

※
捷
を
除
く
。

●
場
所

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
部
門

前
期
止
日
本
画
、
書
、

工
芸
・
彫ち

ょ
う

塑

後
期
止
洋
画
、
写

そ

真●
申
込
み

出
品
申
込
の
詳
細
は

本
紙
６
月

日
号
参
照

１５
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